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私たちの青春
は

元気じゃない
と

始まらない！

令
和
２
年
度  

主
な
事
業
と
予
算

高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費
を
給
付
し
ま
す

住
ま
い
づ
く
り
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

3

４月１日開始
！高校３年生

まで医療費を
給付します
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新庁舎建設工事

開庁へ向け着々と

市役所 新庁舎建設の様子〈３月 16 日㈪〉

　昨年７月から始まった新庁舎の建
設工事は、基礎工事と地震の際に建
物自体の揺れを抑える免震工事を終
えました。２月末時点で総工程の約
３割が完了し、取材時は２階部分の
躯体工事が行われていました。躯体
工事が終わると外装や内装、設備工
事などが順次実施されます。
　新庁舎は地上４階建て、鉄骨造の建
物で、令和３年５月に開庁する予定で
す。災害に強く安全・安心な庁舎を完
成させるため、建設に関わる皆さんが
一丸となって作業に当たっています。

　元気な跳躍を見せてくれたのは、写真左

から市内に住む朝
あさ

一
かず

菫
すみれ

さん、安
あ

部
べ

流
る

唯
い

さん、

山
やま

口
ぐち

真
ま

宙
ひろ

さんの仲良し３人組。この春に高校

２年生になるという青春まっただ中の３人

から、明るい未来と希望が感じられました。

（撮影日：３月 17 日㈫）
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「義経焼」、ここでしか

食べられない味を目指して

「米沢品質向上運動」とは

羊肉の部位販売、義経焼などの羊肉料理を提供する

なみかた羊肉店（東２丁目）

　薄切りの羊肉に特製だれを絡め、キャベツなどの野菜
と一緒に炒めた味噌味ジンギスカン。「義経焼」として知
られるこの味は、60 年以上に渡り米沢で親しまれてきま
した。今回は、義経焼などの羊肉料理の提供や羊肉販売
を行う「なみかた羊肉店」の３代目店主、行方正男さんに
お話しを伺いました。
　ジンギスカンなどの焼肉が普及し始めた昭和 30 年代。
初代店主の貞

ていいち

一さんが店を開き、羊肉に合う味噌だれを
考案、義経＝チンギス・ハン説にちなみ「義経焼」と名付
け売り出しました。以来、羊肉を食べる習慣がなかった
米沢で徐々に受け入れられ、名物になっていきます。「義
経焼の特徴は何といっても味噌だれです。味噌や地酒、
ニンニクには米沢や置賜のものを選び、特にりんごは、
炒めても酸味が飛ばない舘山産の紅

こうぎょく

玉を使っています」。
　開業当時は米沢産の羊肉を使っていたそうですが、羊
毛輸入自由化の煽

あお

りを受け、米沢の羊の頭数が激減。現
在は、主に豪州産を使用しているそうです。「美味しい羊
肉を安全に、途切れることなく供給したい」。行方さんは、
味噌だれに合う最適な羊肉を求めて、オーストラリアの
工場を何度も訪問し、交渉を重ねてきたといいます。
　「先代から続く味を守り、羊肉の美味しさを知っても
らいたい」という３代目の想いを引き継ぐ４代目は、メ
ニューの改良や SNSでの PRなど、様々な道を模索中。「４
代目の尽力もあって、お一人様の女性が来店するなど、
客層も変化しています。やはり、義経焼は実際に米沢に
足を運んで『ここでしか食べられない味』として、全国に
広めていきたい」と３代目は意気込みを語ります。

昭和 33 年創業。代表取締役社長の行
なみかた

方正
ま さ お

男さん（写真）で 3 代目

となる。事業を引き継ぐ予定の 4 代目、行
なみかた

方進
し ん の す け

之介さんは世界の

羊文化を学ぶため、40 か国以上を巡ったとのこと。

　本市では、挑戦と創造のあかし「米沢品質」をスローガンに掲げ、産品だけではなくサービス・観光・

文化・行政など、様々な領域の「挑戦と創造」を喚起し、付加価値を高めていくことを目的に「米沢

品質向上運動」を展開しています。本市のブランディングに賛同し、この運動に参加するプレイヤー

が「TEAM NEXT YONEZAWA（TNY）」です。（3月 14 日現在、159 の企業・団体・個人が登録）
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「
３
つ
の
健
康
」
を

　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
に

　
　
　
　
　

取
り
組
み
ま
す

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に
よ
る

産
業
集
積
と
雇
用
の
確
保
を
引

き
続
き
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
学
園
都
市
米
沢
の
優
位
性

を
活
か
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

大
学
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

新
産
業
の
創
出
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
更
に
、
東
北
中
央
自
動

車
道
が
福
島
か
ら
山
形
ま
で
整

備
さ
れ
、
企
業
の
進
出
、
ま
た

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
本

市
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
市
街
地
環
状
道
路
を
形

成
す
る
都
市
計
画
道
路
万
世
橋

成
島
線
、
新
し
い
市
立
病
院
の

利
便
性
の
向
上
に
も
寄
与
す
る

都
市
計
画
道
路
石
垣
町
塩
井
線

な
ど
、
重
要
な
道
路
の
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
経

済
の
活
性
化
、「
経
済
の
健
康
」

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
健
康

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、
ま

た
、
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中

に
あ
っ
て
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
地
域
づ

く
り
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

討
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
多

く
の
子
育
て
世
代
か
ら
要
望
の

あ
る
屋
内
遊
戯
施
設
に
つ
い

て
、
整
備
に
向
け
具
体
的
な
検

討
を
開
始
す
る
ほ
か
、
高
校
３

年
生
等
ま
で
の
医
療
費
を
無
償

化
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
で
、「
市

民
の
健
康
」
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。

経
済
の
健
康

　

昨
年
初
め
て
「
米
沢
品
質

Ａア

ワ

ー

ド

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
を
選
出
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
、「
挑
戦
と
創
造
」

の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
企
業
、
団
体
や
市
民
が
一

丸
と
な
り
「
米
沢
品
質
」
を
生

み
出
し
て
い
く
米
沢
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
を
更
に
広
げ
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
米
沢
生
ま
れ
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を
一
層

高
め
、
地
域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

市
民
の
健
康

　　

昨
年
12
月
に
制
定
し
た
米
沢

市
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の
誰

も
が
、
健
康
で
明
る
く
元
気
に

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
対

す
る
意
識
を
醸
成
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
地
域
や
関
係
団
体
と

連
携
を
取
り
つ
つ
、
健
康
長
寿

日
本
一
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
民
の
「
生い

の
ち命
」
と
「
健

康
」
を
守
る
重
要
な
医
療
拠
点

で
あ
る
市
立
病
院
に
つ
い
て
、

新
病
院
建
設
に
係
る
実
施
設
計

に
着
手
す
る
ほ
か
、
北
病
棟
の

改
修
工
事
を
行
い
、
年
内
に
外

来
診
療
棟
の
仮
移
転
を
行
い
、

運
営
を
開
始
し
ま
す
。
加
え
て
、

本
市
の
地
域
医
療
の
充
実
を
目

指
し
、
地
域
医
療
を
守
り
育
て

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
も
検

ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
住
民

が
集
う
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
を
守
る
た
め
の
拠
点
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
昨
年
の
上
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
引

き
続
き
、
窪
田
・
田
沢
の
両
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
替

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
ほ

か
、
新
た
に
南
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の

台
風
19
号
接
近
時
に
お
け
る
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
の
避
難
所
開
設
の
検
証
を
踏

ま
え
、
新
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
避
難
所

開
設
な
ど
を
担
当
す
る
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
早

急
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
更

に
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
置
賜
定
住
自
立
圏
構
想
に

つ
い
て
は
、
本
市
が
置
賜
の
中

心
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
置
賜
地
域
全
体
の
生
活
機

能
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各

市
町
の
地
域
資
源
を
活
用
し
つ

つ
広
域
連
携
を
更
に
進
め
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
、「
地

域
の
健
康
」
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

市政運営の

基本的な考え方

令和２年度  主な事業と予算
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令和２年度  主な事業と予算

3200 3400 3600 3800 4000

前年度比 9.5%

（年度）

（億円）

R２

391億8,000万円

H29

H30

H28 363億1,000万円

362億8,000万円

R元

359億8,000万円

0 340 360 380 400 420 440

429億2,000万円

特別会計・企業会計の予算額

一般会計予算の内訳

一般会計予算額の推移

※金額は千円単位を四捨五入しています。令和２年度の予算

会計名称
令和２年度
予算額

対前年度
比

国民健康保険事業勘定 76 億 9,930 万円  1.6% 
後期高齢者医療費 10 億 185 万円 8.4% 
介護保険事業勘定 90 億 1,284 万円 4.8% 
と畜場及び食肉市場費 2 億 287 万円 ▲ 14.2% 
青果物地方卸売市場費 2,740 万円 0.2% 
物品調達費 1,662 万円 ▲ 26.7% 
南原財産区費 54 万円  54.3% 
三沢東部財産区費 47 万円 0.0% 

特別会計合計 179 億 6,189 万円 3.3% 
水道事業 26 億 4,754 万円 ▲ 24.0% 
下水道事業 42 億 6,355 万円 ▲ 16.9%
市立病院事業 94 億 3,759 万円 6.1% 

企業会計合計 163 億 4,868 万円 ▲ 6.6% 

特
　
別
　
会
　
計

企
業

会
計

市税の内訳
市民税 43 億 4,110 万円 鉱産税 10 万円

固定資産税 50 億 9,490 万円 入湯税 1,920 万円
軽自動車税 2 億 6,200 万円 都市計画税 4 億 3,050 万円
市たばこ税 5 億 3,000 万円 旧法による税 220 万円

市民１人当たりの予算額
※米沢市住基人口　79,878 人
（令和２年１月１日現在）

53 万 7,319 円

民生費
134億1,618万円
31.3％

民生費
134億1,618万円
31.3％

教育費
43億6,276万円
10.2％

教育費
43億6,276万円
10.2％

総務費
95億3,976万円
22.2％

総務費
95億3,976万円
22.2％

公債費
33億872万円
7.7％

公債費
33億872万円
7.7％

衛生費
40億5,403万円
9.5％

衛生費
40億5,403万円
9.5％

土木費
32億2,671万円
7.5％

土木費
32億2,671万円
7.5％

商工費
21億4,850万円
5.0％

商工費
21億4,850万円
5.0％

農林水産業費
8億9,117万円
　　　2.1％

農林水産業費
8億9,117万円
　　　2.1％

消防費
15億531万円
3.5％

消防費
15億531万円
3.5％

議会費・労働費・
予備費等
 4億6,686万円
1.0％

議会費・労働費・
予備費等
 4億6,686万円
1.0％

繰入金
22億
4,761万円
5.2％

繰入金
22億
4,761万円
5.2％

諸収入等
44億7,643万円
10.4％

諸収入等
44億7,643万円
10.4％

地方交付税
79億2,000万円
18.5％

地方交付税
79億2,000万円
18.5％

市債
69億2,510万円
16.1％

市債
69億2,510万円
16.1％

国庫支出金
51億412万円
11.9％

国庫支出金
51億412万円
11.9％

県支出金
31億2,442万円
7.3％

県支出金
31億2,442万円
7.3％

その他
24億4,232万円　5.7％
その他
24億4,232万円　5.7％

市税
106億
8,000万円
24.9％

市税
106億
8,000万円
24.9％

429億
2,000万円

歳出合計

自主

財
源

　
　
　
　
　
　
依
存

財源

429億
2,000万円

歳入合計

予
算
の
概
要

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
の

予
算
は
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
第
３
期
実
施
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
編
成
を
行
っ
た

結
果
、
庁
舎
建
替
事
業
や
窪

田
・
田
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
替
事
業
な
ど
が
最
盛

期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
初
予

算
と
し
て
は
過
去
最
高
額
の

４
２
９
億
２
０
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
９
・
５
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
市
税
総
額
に

つ
い
て
は
、
景
気
動
向
な
ど

を
勘
案
し
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
て
０
・
３
％
増
の

１
０
６
億
８
０
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
全
体
の
予
算
額

は
、
１
７
９
億
６
１
８
９
万
円

で
対
前
年
度
比
３
・
３
％
増
、

企
業
会
計
全
体
の
予
算
額
は
、

１
６
３
億
４
８
６
８
万
円
で
対

前
年
度
比
６
・
６
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

次のページで

事業を詳しく

説明します！
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挑
戦
し
続
け
る
活
力
あ
る
産
業
の

　
　

ま
ち
づ
く
り

■
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
（
９
４
３
４
万
円
）

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を
高

め
、
地
域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
持
続
的

な
地
域
経
済
の
活
性
化
と
関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
ま

す
。［
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
］

■
企
業
立
地
推
進
事
業
（
５
４
７
６
万
円
）

　

米
沢
八
幡
原
中
核
工
業
団
地
及
び
米
沢
オ
フ
ィ
ス
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
へ
の
企
業
立
地
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
産
業
用
地
造
成
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
企
業

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。［
商
工
課
］

■
創
業
支
援
事
業
（
４
５
０
万
円
）

　

新
た
に
創
業
を
目
指
す
人
の
基
礎
知
識
の
習
得
や
課
題

解
決
に
対
し
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
内
に
お
け
る

創
業
を
促
進
し
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。［
商
工
課
］

■�

西
吾
妻
山
×
天
元
台
×
白
布
温
泉
エ
リ
ア		



リ
ボ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
新

（
５
９
８
１
万
円
）

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
天
元
台
高
原
・

白
布
温
泉
エ
リ
ア
を
観
光
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
と
と

も
に
、
観
光
推
進
体
制
を
構
築
し
ま
す
。［
観
光
課
］

【
そ
の
他
】中
小
企
業
者
共
創
支
援
事
業
費
補
助
金
新	

（
１
０
０
万
円
・
商
工
課
）
、
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金
新
（
１
０
０
０
万
円
・
商
工
課
）、
天
元
台
索

道
施
設
整
備
事
業
新
（
８
３
６
７
万
円
・
観
光
課
）
、
担
い

手
・
農
地
総
合
対
策
推
進
事
業
（
４
５
５
６
万
円
・
農
林
課
）
、

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業
（
３
１
４
０
万
円
・
農
林
課
）

　
　

郷
土
を
つ
く
る
人
材
が
育
つ
、

　
　

教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

■�

関
根
小
・
松
川
小
統
合
、
関
小
・
南
原
小
統
合

の
推
進
事
業
新
（
１
８
３
万
円
）

　

令
和
３
年
４
月
の
関
根
小
学
校
と
松
川
小
学
校
、
関

小
学
校
と
南
原
小
学
校
の
統
合
に
向
け
た
交
流
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。［
学
校
教
育
課
］

■
南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
替
事
業
新

（
４
９
７
３
万
円
）

　

南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
旧
南
原
中
学
校
敷

地
内
に
移
転
、
新
築
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
開
館
を
目

指
し
、
今
年
度
は
新
築
及
び
外
構
工
事
の
設
計
と
新
築

工
事
の
契
約
を
実
施
し
ま
す
。［
社
会
教
育
課
］

■
上
杉
博
物
館
鷹
山
シ
ア
タ
ー
映
像
制
作
新

（
３
６
６
５
万
円
）

　

令
和
３
年
度
の
伝
国
の
杜
開
館
20
周
年
に
向
け
て
、
鷹

山
シ
ア
タ
ー
の
映
像
を
新
た
に
製
作
し
ま
す
。［
文
化
課
］

■
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業
（
４
１
２
２
万
円
）

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
や
香
港
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
と
の
交
流
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。［
ス
ポ
ー
ツ
課
］

【
そ
の
他
】
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
事
業
（
87
万
円
・
教

育
総
務
課
）、
米
沢
鷹
山
大
学
運
営
事
業
（
５
０
０
万
円
・

社
会
教
育
課
）、
窪
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
替
事

業
（
３
億
９
０
９
４
万
円
・
社
会
教
育
課
）、
田
沢
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
替
事
業
（
２
億
６
６
６
５
万
円
・

社
会
教
育
課
）、（
仮
称
）
南
西
中
学
校
施
設
整
備
事
業

（
３
５
６
５
万
円
・
教
育
総
務
課
）、
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ダ
ン

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
５
３
９
７
万
円
・
学
校
教
育
課
）

　
　

子
育
て
と
健
康
長
寿
を
支
え
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

■
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
（
８
２
０
万
円
）

　

米
沢
市
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ

き
、
県
立
米
沢
栄
養
大
学
や
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

市
民
の
健
康
増
進
、
健
康
を
支
え
守
る
環
境
づ
く
り
を

行
い
、
市
民
誰
も
が
健
康
で
明
る
く
元
気
に
生
活
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。［
健
康
課
］

■
病
院
建
設
事
業
（
８
億
６
０
８
１
万
円
）

　

医
療
連
携
を
協
議
し
て
い
る
三
友
堂
病
院
と
同
時
に

令
和
５
年
度
ま
で
の
開
業
を
目
指
し
て
新
病
院
建
設
を

進
め
、
地
域
に
必
要
な
医
療
機
能
を
確
保
し
ま
す
。［
市

立
病
院
総
務
課
］

■
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業
（
１
億
８
１
３
６
万
円
）

　

医
療
費
無
償
化
の
対
象
を
、
現
行
の
中
学
３
年
生
ま
で

か
ら
高
校
３
年
生
等
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。［
こ
ど
も
課
］

■
屋
内
遊
戯
施
設
整
備
事
業
新
（
９
９
０
万
円
）

　

屋
内
遊
戯
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
事
前
調
査
を
行

い
、
基
本
計
画
を
し
ま
す
。［
こ
ど
も
課
］

■
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
新

（
１
２
０
０
万
円
）

　

10
月
か
ら
、
令
和
２
年
８
月
１
日
生
以
降
の
乳
児
に
定
期

接
種
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同
学
年
の
４
月
２
日
か
ら
７
月

31
日
生
の
乳
児
へ
は
市
独
自
に
接
種
を
行
い
ま
す
。［
健
康
課
］

【
そ
の
他
】
Ｆ
Ｕ
Ｎ
＋
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
推
進
事
業
（
80
万

円
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
新

（
３
４
９
万
円
・
社
会
福
祉
課
）、
介
護
予
防
普
及
啓
発
事

業
（
１
１
５
３
万
円
・
高
齢
福
祉
課
）

新 …令和２年度の新規事業 ※金額は千円単位を四捨五入しています。

２

１

３

令和２年度の主な事業
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▲降雪時の市内 ▲建設中の新庁舎

　
　

自
然
と
都
市
の
魅
力
が
調
和
し
、

　
　

賑
わ
い
と
交
流
を
促
す
ま
ち
づ
く
り

■
空
き
家
対
策
事
業
（
４
３
６
０
万
円
）

　

危
険
家
屋
の
除
却
支
援
拡
充
に
加
え
、
空
き
家
を
改

修
し
利
活
用
す
る
際
の
支
援
事
業
、
町
内
会
な
ど
が
特

定
空
家
等
を
除
却
し
、
跡
地
を
地
域
活
性
化
に
利
活
用

す
る
際
の
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。［
都
市
整
備
課
］

■
市
道
整
備
事
業
（
３
億
７
２
８
０
万
円
）

　

利
便
性
の
向
上
と
安
全
な
交
通
確
保
を
図
る
た
め
、

生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
改
良
や
舗
装
を
行
い
ま
す
。

［
土
木
課
］

■
広
幡
地
区
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
新

（
２
２
３
万
円
）

　

２
年
間
実
証
運
行
を
実
施
し
た
広
幡
地
区
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
、
地
域
の
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し

て
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
格
運
行
に
移
行
し
ま
す
。

［
総
合
政
策
課
］

■
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
事
業
新

（
８
９
７
万
円
）

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
、
令
和
３
年
度
ま
で
の
２
年
間
で

米
沢
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

［
総
合
政
策
課
］

【

そ

の

他

】
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

（
５
５
０
０
万
円
・
都
市
整
備
課
）、
舘
山
配
水
区
受
水
施

設
整
備
事
業
（
１
億
２
７
４
９
万
円
・
水
道
課
）、
重
要
施

設
耐
震
化
事
業
（
１
億
９
２
９
１
万
円
・
水
道
課
）、
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
改
築
事
業
新
（
８
０
０
万
円
・
下
水

道
課
）

　　
　

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

■
庁
舎
建
替
事
業

（
44
億
２
２
２
６
万
円
）

　

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
る

市
庁
舎
の
耐
震
化
を
図
る
た
め
、

市
庁
舎
の
建
替
え
を
行
い
、
来

庁
者
や
職
員
の
安
全
と
と
も
に

災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
確
保
し
ま
す
。［
財
政
課
・

都
市
整
備
課
］

■�

防
災
行
政
用
無
線
シ
ス
テ
ム
（
移
動
系
）
整
備

事
業
新
（
２
億
２
９
９
８
万
円
）

　

防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
及
び
避
難
所
な
ど
と
の
通

信
又
は
災
害
現
場
と
の
連
絡
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
防
災
行
政
用
無

線
シ
ス
テ
ム
（
移
動
系
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。［
環
境

生
活
課
］

■
除
雪
対
策
事
業

（
７
億
３
３
２
８
万
円
）

　

冬
期
間
の
市
民
生
活
に
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
、
安
全
で
円

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

除
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。［
土
木

課
］

【
そ
の
他
】
消
費
者
行
政
推
進
事
業
（
４
５
２
万
円
・
環
境

生
活
課
）、
斎
場
耐
震
化
等
事
業
新
（
７
６
８
８
万
円
・

環
境
生
活
課
）、
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
（
１
５
８
万
円
・

環
境
生
活
課
）

　
　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

（
協
働
・
行
政
経
営
）

■
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

　

後
期
基
本
計
画
策
定
事
業
（
８
３
８
万
円
）

　

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
期
間
が
始
ま
る
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

［
総
合
政
策
課
］

■
移
住
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

　

米
沢
フ
ァ
ン
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
（
38
万
円
）

　

移
住
者
同
士
の
意
見
交
換
、
交
流
の
場
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
関
係
人
口
の
創
出
、
拡
大
の
た
め
首
都
圏

で
米
沢
に
関
心
を
持
つ
若
者
を
中
心
と
し
た
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。［
総
合
政
策
課
］

■
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
対
象
拡
大
・

　

ス
マ
ホ
収
納
の
導
入
（
６
０
１
万
円
）

　

軽
自
動
車
税
で
実
施
中
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
、
令
和

３
年
度
か
ら
住
民
税
な
ど
に
も
拡
大
し
、
併
せ
て
ス
マ

ホ
収
納
を
導
入
し
ま
す
。［
納
税
課
］

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
円
滑
化

（
２
０
９
１
万
円
）

　

円
滑
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進
の
た
め
、

交
付
な
ど
に
係
る
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。［
市
民
課
］

【
そ
の
他
】
ま
ち
づ
く
り
人
財
育
成
講
座
（
50
万
円
・
社

会
教
育
課
）、
協
働
提
案
制
度
補
助
金
（
２
０
０
万
円
・

総
合
政
策
課
）、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
推
進
事
業

（
６
億
１
２
３
万
円
・
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
）、
定
住
自

立
圏
構
想
推
進
業
務
（
35
万
円
・
総
合
政
策
課
）

４

５

６

令和２年度  主な事業と予算
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六畳以上表替えのお客様に
両面畳コースタープレゼント

１級技能士と畳工芸名人の店

〒992-0077 米沢市大字簗沢 2901

( 有 ) 小野川鈴木畳店

http://tatamiya.pro

今シーズン５月１０日㈰まで毎日営業
春スキーは天元台へ行こう！春スキーは天元台へ行こう！

平日限定プラン

(月から金の平日) 

パスポート1日券通常4,900円を特別割引

レディースデイ☆ 3,950円

4月28日㈫まで
　　　　特別割引！

グループ割☆ ５名よりお一人様　3,300円

子
育
て
支
援
医
療
証
の
対
象
を

中
学
生
か
ら
高
校
生
に
拡
大
し
ま
し
た

　

医
療
機
関
の
窓
口
に
「
健
康

保
険
証
」
と
一
緒
に
「
子
育
て
支

援
医
療
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
外
来
・
入
院
・
訪
問
看
護

に
か
か
る
保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
が
無
料
に
な
る
制
度
で
す
。

■�

対
象
外
と
な
る
も
の
／
定
期

健
診
、
予
防
接
種
、
薬
の
容

器
代
、
大
き
な
病
院
に
紹
介

状
な
し
で
受
診
す
る
際
に
掛

か
る
特
定
療
養
費
な
ど
の
保

険
適
用
外
の
医
療
費
や
入
院

時
の
食
事
代
。
ま
た
、
学
校
・

保
育
園
な
ど
の
管
理
下
で
け

が
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
災
害
共
済
給
付
制
度
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
「
子
育

て
支
援
医
療
証
」
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

子育て支援を拡大！

高校３年生まで医療費を給付します

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
０
歳

か
ら
18
歳
（
※
18
歳
に
到
達
後

最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の
子

※�

進
学
な
ど
に
よ
り
、
子
が
市

外
に
住
所
を
有
す
る
場
合

は
、
保
護
者
の
健
康
保
険
の

扶
養
に
な
っ
て
い
て
、
本
市

に
保
護
者
が
住
民
登
録
を
し

て
い
れ
ば
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
担
当
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■�

対
象
外
／
生
活
保
護
受
給

者
、
児
童
福
祉
施
設
に
措
置

入
所
し
て
い
る
人
、
無
保
険

の
人

　「
子
育
て
支
援
医
療
証
」
は
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
際
の
自
己

負
担
（
保
険
診
療
分
）
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
中

学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
高
校
３

年
生
等
（
※
18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
、
対
象
が
拡
大
と

な
り
ま
し
た
。
■
問
合
せ
／
こ
ど
も
課
給
付
担
当
☎
（
22
）
５
１
１
１

ど
ん
な
制
度
？

対
象
と
な
る
子
は
？

子育て支援医療証

色
は
み
ず
い
ろ
で
す
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すてっぷの無添加せっけん

 肌にも人にも優しく美しく

 就労継続支援Ｂ型事業所 

すてっぷ  

東２丁目８－５４  ☎ ２２－０７０３  
  お気軽にお問い合わせください 

 

子育て支援を拡大！高校３年生まで医療費を給付します

　

０
歳
～
高
校
生
等
の
う
ち
、

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
」
や

「
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医

療
証
（
一
部
負
担
金
無
）
」
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
現
在
持
っ
て

い
る
医
療
証
を
そ
の
ま
ま
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

加
入
し
て
い
る
保
険
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き

●�

住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き

●�

転
出
な
ど
に
よ
り
、
受
給
資

格
が
な
く
な
っ
た
と
き

●�

医
療
証
を
破
損
、
紛
失
し
た

と
き

　

０
歳
～
高
校
生
等
の
う
ち
、

「
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医

療
証
（
一
部
負
担
金
有
）」
を

持
っ
て
い
る
人
は
、「
子
育
て
支

援
医
療
証
」
を
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
費
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひとり親家庭等

医療証

重度心身障がい（児）者

医療証（一部負担金無）

重度心身障がい（児）者

医療証（一部負担金有）

　

３
月
24
日
㈫
に
、
有
効
期
限

を
延
長
し
た
新
し
い
「
子
育
て

支
援
医
療
証
」
を
発
送
し
ま
し

た
。
医
療
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
（
住
所
・
氏
名
・
保
険

証
の
記
号
番
号
な
ど
）
に
誤
り

や
変
更
が
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
古
い
医
療
証
は
ご
自

身
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
生
・
転
入
の
人
で

申
請
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
現
在

医
療
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
は

申
請
が
必
要
で
す
。
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
こ
ど
も
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
・
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
証

次
の
よ
う
な
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

新
高
校
２
・
３
年
生
の
子
を
も
つ
人
へ

医
療
証
が
届
く
前
に
受
診
し
た
ら
…

　

新
高
校
２
・
３
年
生
世
代
（
平

成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
子
に
つ

い
て
は
「
子
育
て
支
援
医
療
証
」

の
申
請
が
必
要
で
す
。
該
当
者

に
は
３
月
24
日
㈫
に
案
内
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
申
請
は
、
郵

送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

４
月
中
に
申
請
書
を
提
出
す

る
と
、
４
月
１
日
か
ら
使
え

る
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
は
５
月
以
降
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
医
療
証
が
使
え

る
の
は
申
請
書
を
こ
ど
も
課

に
提
出
し
た
月
（
郵
送
に
よ

る
申
請
の
場
合
は
、
申
請
書

が
こ
ど
も
課
に
届
い
た
月
）

の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

医
療
証
が
届
く
前
に
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
し
た
場
合
は
、

医
療
証
が
届
い
た
後
に
、
受
診

し
た
医
療
機
関
な
ど
に
新
し
い

医
療
証
を
提
示
し
て
精
算
し
て

く
だ
さ
い
。

　

精
算
が
難
し
い
場
合
は
、
こ

ど
も
課
給
付
担
当
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
領
収
書
は
な

く
さ
な
い
よ
う
に
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

色
は
う
す
茶
色
で
す

色
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
す

色
は
黄
色
で
す

●�

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
と

き
■�

持
ち
物
／
子
育
て
医
療
証
、

子
の
保
険
証
、
被
保
険
者
の

印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ

印
は
不
可
）

申請が
必要です
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快
適
！
安
心
！

住
ま
い
づ
く
り
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

3

　

空
き
家
・
空
き
地

　

利
活
用
支
援
事
業
補
助
金

　

空
き
家
・
空
き
地
の
利
活
用

を
支
援
し
ま
す
。

　

家
財
片
付
け
等
支
援
事
業

■�

対
象
／
米
沢
市
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
に
空
き
家
を
登

録
申
請
し
て
い
る
人

■�

補
助
内
容
／
家
財
な
ど
の
片

付
け
に
要
す
る
経
費
、
空
き

家
の
清
掃
に
要
す
る
経
費

（
最
大
20
万
円
）

■
受
付
開
始
／
４
月
１
日
㈬

　

隣
接
地
取
得
支
援
事
業

■�

対
象
／
自
己
所
有
地
な
ど
と

２
メ
ー
ト
ル
以
上
接
す
る
隣

接
地
を
取
得
す
る
人

■�

補
助
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か

を
満
た
す
こ
と

　

①�

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
土
地
、
無
接
道
地
、

異
形
の
土
地
で
あ
る
隣
接

地
を
取
得
す
る
こ
と

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

　

支
援
事
業
費
補
助
金

■�

対
象
／
①
市
内
に
自
ら
居
住

す
る
住
宅
又
は
居
住
予
定
の

空
き
家
な
ど
に
つ
い
て
、
県

内
施
工
業
者
と
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
契
約
を
す
る
人
で
、

市
税
の
滞
納
が
な
い
人
②
令

和
３
年
３
月
22
日
ま
で
に
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
完
了
届
を

提
出
で
き
る
人
※
他
の
助
成

制
度
と
の
併
用
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

要
件
工
事
／
以
下
の
６
つ
の

い
ず
れ
か
を
含
み
、
か
つ
一

定
基
準
を
満
た
す
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
工
事
費

が
総
額
10
万
円
以
上
の
も
の

　

①�

減
災
・
部
分
補
強
工
事

　

②�

寒
さ
対
策
・
断
熱
化
（
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
対
策
）
工
事

　

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

　

④�

県
産
木
材
を
使
用
す
る
工
事

■補助率／

世帯要件

補助率

一般
県産木材

多様

空き家

活用

一
般
型

なし
補助率 10％

（上限 12 万円）
補助率 10％

（上限 30 万円）

三世代世帯
近居世帯
新婚世帯
多子世帯

補助率 20％
（上限 30 万円）

補助率 20％
（上限 40 万円）

移
住
型

移住世帯
補助率 20％

（上限 30 万円）
補助率 20％

（上限 40 万円）

移住世帯＋
多子又は新婚

補助率 30％
（上限 40 万円）

補助率 30％
（上限 50 万円）

※�三世代世帯で申請の場合、②③若しくは⑥の要件工事
のみ該当。空き家を売買で取得した場合、中古住宅診
断が必要（「空き家活用」利用時）。この他、要件工事
及び世帯要件の詳しい内容はお問い合せください。

　

⑤
克
雪
化
工
事

　

⑥�

三
世
代
同
居
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
（
三
世
代
世
帯
の
み
該
当
）

■
受
付
開
始
／
４
月
１
日
㈬

　

※�

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

■�

そ
の
他
／
交
付
決
定
通
知
前

に
着
工
し
て
い
る
も
の
、
建

築
確
認
申
請
が
必
要
な
工
事

は
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
も
の
、
及
び
本
年

４
月
１
日
よ
り
前
に
契
約
し

た
も
の
は
、
助
成
の
対
象
外

で
す
。
建
物
を
解
体
し
て
、

増
築
を
す
る
よ
う
な
工
事
は

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
耐
震
診
断
の
結
果
に

基
づ
く
耐
震
改
修
工
事
に
は
、

別
途
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

（
補
助
率
25
％
上
限
40
万
円
）。

■
申
込
・
問
合
せ
／

　

都
市
整
備
課
建
築
住
宅
担
当
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☆１回無料体験又は１ヶ月体験 （有料）

4・5月4・5月

日能研関東と河合塾グループが作った学習教室　
ガウディア米沢教室（対象：幼児～小学生）

・学習教室のみ（２週間無料体験 算数・国語）
※クラスの人数によっては受付できないクラスもあります。料金・時間等詳しくは当倶楽部へ

（別途入会登録料2,750円 (税込 )がかかります。）
100％ＯＦＦ

春の体験会  募集中 !!
４月１日㈬～４月２８日㈫　５月１日㈮～２８日㈭

※４月２９～３０日、５月４～６、29 ～３１日は休館日となります。
※対象：子ども/スイミング・ダンス・英会話  大人/フィットネス・スイミング・パドルバイク

…曜日・時間を選んで頂いての１回又は
１ヶ月 (４回 ) の体験

入会特典
入会金（６,６００円） オリジナルマフラータオル

・スイミングキャップなど
プレゼント！！

「スイミング」

「英会話教室」

「ダンス教室」

「学習教室」

※４月から日曜日が

休館となります。

米沢市金池7丁目8-13　
☎0238-22-3644

マイティスイミング倶楽部米沢
オーシャン・イングリッシュ・クラブ米沢校
ガウディア米沢教室(幼児～小学生の学習教室) 検索 マイティスイミング

快適！安心！住まいづくりに活用してください3

　

②�

自
己
所
有
地
な
ど
が
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
土

地
、
無
接
道
地
、
異
形
の
土

地
で
あ
る
場
合
に
隣
接
地

を
取
得
す
る
こ
と
で
そ
れ
ら

を
解
消
す
る
こ
と

■�

補
助
内
容
／

　

●�

空
き
家
を
利
活
用
、
又
は
空

き
家
を
除
却
し
土
地
を
利
活

用
す
る
た
め
の
、
隣
接
地
の

取
得
に
要
す
る
経
費
（
最
大

１
２
０
万
円
）

　

●�

測
量
、
境
界
明
示
、
登
記
、

不
動
産
取
得
の
仲
介
（
最
大

50
万
円
）

　

●�

隣
接
地
に
お
け
る
建
築
物
な

ど
の
除
却
費
用
（
指
定
区
域
内

の
場
合
最
大
70
万
円
、
指
定

区
域
外
の
場
合
最
大
50
万
円
）

■
受
付
開
始
／
４
月
１
日
㈬

　

空
き
家
改
修
支
援
事
業

■��

対
象
／
➊
移
住
者
が
住
宅
を

改
修
す
る
場
合

　

●�

本
市
に
移
住
し
よ
う
と
す
る

人
又
は
平
成
29
年
４
月
１
日

以
降
本
市
に
移
住
し
た
人

　

●�

事
業
が
完
了
す
る
ま
で
に
売

買
契
約
見
込
み
の
個
人
で
、

当
該
空
き
家
に
住
所
を
移
し

居
住
で
き
る
人

　

●�

改
修
す
る
空
き
家
の
建
築
年

数
が
10
年
以
上
で
あ
る
こ
と

　

●�

改
修
す
る
空
き
家
が
、
１
年

以
上
空
き
家
で
あ
る
こ
と

➋�

移
住
者
以
外
が
住
宅
を
改
修

す
る
場
合

　

●�

改
修
す
る
空
き
家
な
ど
が
、

本
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

し
た
も
の
で
あ
る
、
又
は
売

買
契
約
見
込
み
の
個
人
で
、

当
該
空
き
家
に
住
所
を
移
し

居
住
で
き
る
人

　

●�

改
修
す
る
空
き
家
の
建
築
年

数
が
20
年
以
上
で
あ
る
こ
と

➌
住
宅
以
外
を
改
修
す
る
場
合

　

●�
改
修
す
る
空
き
家
な
ど
が
、

本
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
又
は
売

買
契
約
を
締
結
す
る
見
込
み

の
個
人
又
は
法
人
で
あ
る
こ
と

　

●�

改
修
す
る
空
き
家
な
ど
の
建

築
年
数
が
20
年
以
上
で
あ
る

こ
と

■�

補
助
内
容
／
空
き
家
の
改
修

に
要
す
る
経
費
（
加
算
措
置
に

よ
り
最
大
１
２
０
万
円
）、
加

算
措
置
：
移
住
者
、
若
者
世
帯
、

子
育
て
世
帯
、
転
入
者
な
ど

■�

受
付
開
始
／
➊
は
５
月
中
旬

予
定
、
➋
➌
は
４
月
１
日
㈬

　

近
隣
住
民
空
き
家
除
却

　

支
援
事
業

■�

対
象
者
／

　

●��

対
象
と
な
る
空
き
家
か
ら
直

線
距
離
が
概
ね
１
㎞
以
内
に

居
住
又
は
所
在
し
て
い
る
個

人
又
は
法
人
で
あ
る
こ
と
、

若
し
く
は
市
長
が
特
に
認
め

る
町
内
会
な
ど
の
任
意
団
体

で
あ
る
こ
と
。

　

●��

空
き
家
除
却
後
の
跡
地
を
地
域

活
性
化
（
営
利
目
的
以
外
）
の

た
め
に
利
用
す
る
こ
と

■�

補
助
内
容
／
近
隣
住
民
な
ど

が
特
定
空
家
等
と
認
定
を
受

け
た
空
き
家
及
び
土
地
を
取

得
し
、
跡
地
を
地
域
活
性
化

の
た
め
に
利
用
す
る
た
め
空

き
家
を
除
却
す
る
経
費
、
家

財
片
付
け
に
要
す
る
経
費

（
最
大
２
５
０
万
円
）

　

●�

建
築
物
な
ど
の
除
却
費
用

（
最
大
２
０
０
万
円
）

　

●�

家
財
な
ど
の
片
付
け
に
要
す

る
経
費
（
最
大
50
万
円
）

■�
受
付
開
始
／
５
月
中
旬
予
定

■�
そ
の
他
／
予
算
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
申
込
み
状
況
に

よ
っ
て
は
交
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必

要
な
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

都
市
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。

■�

申
込
・
問
合
せ
／
都
市
整
備

課
空
き
家
対
策
担
当

　

地
産
木
材
を
使
っ
た

　

住
宅
等
へ
の
補
助
金

■�

対
象
／
地
産
木
材
を
使
い
、
市

内
に
建
築
又
は
購
入
す
る
住
宅

な
ど
で
、自
ら
使
用
す
る
も
の
。

■�

条
件
／
次
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
①
構
造
材
等
は
米
沢
産
材

を
70
％
以
上
使
用
し
、
か
つ
地

産
木
材
の
費
用
の
総
額
が
30
万

円
を
超
え
る
こ
と
。
②
市
内
建

築
業
者
が
施
工
す
る
も
の
。

■�

補
助
金
額
／
地
産
木
材
の
費

用
の
総
額
の
２
分
の
１
以
内

（
構
造
材
な
ど
が
全
て
米
沢

産
材
の
場
合
は
最
大
20
万
円
、

そ
れ
以
外
は
最
大
15
万
円
）

■�

受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～

16
日
㈭ 

※
郵
送
は
16
日
㈭
17

時
必
着
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
の
上
決
定
し
ま
す
。
ま

た
、
受
付
期
間
終
了
後
に
予

算
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
第
２

回
の
受
付
を
23
日
㈭
か
ら
行

い
ま
す
。
先
着
順
と
し
、
予
算

額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

■�

そ
の
他
／
申
請
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
／

　

農
林
課
森
林
農
村
整
備
担
当
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〈第 82 回〉新病院１階・２階の配置図を紹介します

■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

〈第 24 回〉特定健診受診率が向上しました！

令和２年度 健康長寿のまちづくり事業の取り組み

■�問合せ／健康課健康企画担当・成人保健担当☎ 24-8181

　現在、市立病院の新病院建設は
基本設計を進めています。今回は、
建物内の各部門の配置や面積を図
面に表したものを紹介します。
※�基本設計を進めていく中でフロ
ア内の各部門の位置や面積を変
更する場合があります。

【新病院配置図のポイント】

・北側と南側に玄関をそれぞれ配置
・�医事部門（総合受付）や患者支援部
門は両玄関からアクセスしやすい

・救急部門は救急車出入口付近に配置
・�救急部門との関係性が強い放射線
部門と内視鏡部門を近接して配置

・�外来部門へのアクセス性や利便性を
確保するためエスカレーターを設置

・�外来部門との関係性から化学療法部
門と臨床検査部門を同じフロアに配置

　市民誰もが明るく元気に生活
し、安心して住み続けられるまち
づくりを目指して、今年度も健康
長寿のまちづくり事業を実施しま
す。今回は、特定健康診査受診率
と、今年度取り組む事業を紹介し
ます。

　健診受診率が向上しました

　平成 30 年度に実施した特定健
診（40 歳～ 74 歳の米沢市国民健
康保険の人を対象とした健康診
査）の受診率が 42.7％と前年度か
ら 6.2 ポイント向上し、平成 20 年

度の制度開始以来続いた県内最下
位から脱することができました。
市民の皆さんの「健康」に対する
意識向上の成果です。
　これからも、健診を受診し、健
診結果を積極的に活用しましょ
う。病気の早期発見、早期治療が
何よりも大事です。健康課では引
続き健診受診率の向上に向けて取
り組んでいきます。

　健康長寿のまちづくり事業

　今年度の取り組み

　企業を対象とした適塩教室、食
育・減塩等推進事業など「適塩」
をテーマにした事業を計画して
います。また、昨年度に続き地区
コミュニティセンターが行う「健

康長寿のまちづくり事業」への支
援を行うことに加え、「健康経営」
に取り組む企業を応援していきま
す。「健康経営」とは、従業員の健
康保持・増進に取り組み、企業の
生産性や活性化、企業価値の向上
を目指すものです。少子高齢化に
伴い、就労人口が減少しています。
今後は、従業員が企業における財
産であり、一人一人の健康が重要
となってきます。このことから、
「健康経営セミナー」の実施や「健
康経営優良法人」の認定申請をす
る企業が増えるよう取り組んでい
きます。
　市民、事業者、企業、地域の皆
さんで健康長寿に取り組み、明る
く、元気に過ごしていきましょう。

市立病院整形外科外来の診療体制

　当院の医師の減員に伴い、整形外科外来の新患受付は、紹介状をお持
ちの人のみとなります。ご理解とご協力をお願いします。
■問合せ／市立病院事務局総務課総務担当

1 階 ２階

←三友堂
　病院

ＥＶＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶＥＶ
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■ 開館時間／ 9時〜20時　■ 米沢市中央一丁目10-6　
※図書館の開館時間は〈平日〉10時〜20 時 〈土日・祝日〉9時〜19時
市立米沢図書館  ☎︎ 26-3010  ■休館日／ 4月 23 日㈭
よねざわ市民ギャラリー  ☎︎ 22-6400  ■休館日／年末年始ほか

慶応大学図書館などを設計し、

近代日本の建築をリードした米沢出身の建築家

〈第 23 回 前編〉

今月のお知らせ今月のおすすめの１冊

新着図書

新着児童書

おはなし会

札幌農学校校舎の建築設計などに
携わりました。
　明治36年、文部省を退官すると、
旧米沢藩主家の世子上杉憲章に随
行して渡英、ケンブリッジ大学で
建築学を学びます。英国留学は
５年に及び、留学中は娘百合子に
よく葉書を送っていたといいます
（宮本百合子「父の手紙」）。帰国後、
文部省に一時復職しますが、明治
41 年、コンドルに学んだ日本人建

　 中 條 精 一 郎 は、 米 沢 藩 士
中
なかじょうまさつね

條政恒の長男として米沢で生ま
れました。父政恒は、明治初年の
福島県安

あさ か

積開拓事業に尽力したこ
とで知られています。精一郎は、
東京帝国大学工科大学建築科に入
学、大学卒業後の明治 31 年に文
部省に建築技師として採用され、

築家の第一号として知られる曾
そ

禰
ね

達蔵と共同で東京八重洲に「曾禰・
中條建築事務所」を設立しました。
事務所での精一郎の活躍は目覚ま
しく、慶應大学図書館・大講堂や
東京海上火災ビルをはじめ数多く
の建築設計を手がけました。明治
44 年に竣工した慶應大学図書館は
現在も大学のシンボルであるとと
もに、昭和 44 年に国の重要文化
財に指定されています。

中
ちゅう

條
じょう

精
せ い

一
い ち

郎
ろ う

Seiichiro Chujo
1868 - 1936

読書をプロデュース 角田 陽一郎

星を楽しむ 双眼鏡で星空観察 大野 裕明

さよならブスメイク すれみ

ちきゅうちゃん。 糸井 重里

オニガシマラソン トロル

地球について知っておくべき100のこと ジェローム マーティン

もしものせかい ヨシタケ シンスケ

　米沢図書館の歴史は古く、明治
42 年（1909）より多数の資料を収
集してきました。その貴重な資料
を展示します。
　今回取り上げる『故実叢書』は、
明治 32 年～ 39 年（1899-1906）に
かけて、文学者の今泉定介（のち定
助）が有職故実の書物を集大成し
たものです。有職故実とは、朝廷
や公家、武家の儀礼や服飾、年中
行事に関する研究のことで、それ
をまとめた『故実叢書』は、服飾や
文様、武具や乗り物など色鮮やか
に描かれています。ぜひ平安絵巻
のような世界をお楽しみください。

　30 分程度の読み聞かせ
です。お気軽にお越しく
ださい。（申込不要）
■ 場所／おはなしのへや

　材料がたった２つで作れてしまう焼き時
間３分のクッキー、混ぜてチンするだけの
ケーキなど、YouTube で話題の手抜き料理

研究家が、少ない材料で誰でも失敗せずに美味しく作れる
おやつ 73 品のレシピを紹介します。

『魔法のてぬきおやつ―材料 2 つから作れ

る！―』

著者：てぬキッチン　出版 : ワニブックス

「故
こ

実
じつ

叢
そう

書
しょ

」

期間：５月 27 日㈬まで

日時 対象

4/11 ㈯ 14 時～ 乳幼児～
4/18 ㈯ 14 時～ 乳幼児～
4/24 ㈮ 11 時～ 乳幼児

胡蝶 四人舞

唐
からぐるま

車

4/14 ㈫～ 26 ㈰　アーツよねざわ 100 祭 ～いのち輝く

３つのまなざし～ （絵画、書、工芸、写真、短歌など）

　人生 100 年とも言われる令和の時代に、10 代から
90 代まで幅広い世代の出品者が、アートで交わり、語
り合い、尊び合う、いのち輝く祝祭展を開催します。

4/28㈫～ 5/3（日・祝）　寺島玉史～その絵の世界～

よねざわ市民ギャラリー　●展示時間は原則 10 時〜 18 時



142020.4.1

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）

　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
～
５
月
３

日
（
日
・
祝
）
に
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
「
米
沢
上
杉
ま
つ

り
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
臨

時
の
実
行
委
員
会
を
行
い
、
ま

つ
り
の
開
催
を
延
期
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
上
杉
ま
つ
り
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
人
も
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
参
加
者
お
よ

び
来
場
者
の
安
全
確
保
と
感
染

拡
大
防
止
を
第
一
に
考
え
、
延

期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
延
期
後
の
日
程
や
開

催
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

状
況
を
考
慮
の
う
え
、
秋
ご
ろ

の
開
催
を
目め

途ど

に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
日
程
や
開
催
内
容
な

ど
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■市立病院事務局／

変更前 変更後

総務課
　　総務担当
　　企画財政担当
　　用度担当
　　施設担当
　病院開設準備室

総務課
　　総務担当
　　企画財政担当
　　用度担当
　　施設担当
　病院開設準備室
　　病院開設準備担当（新設）

　

今
後
増
大
が
見
込
ま
れ
る
新

病
院
建
設
事
業
に
係
る
業
務
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
病
院

開
設
準
備
室
内
に
病
院
開
設
準

備
担
当
を
設
置
し
ま
し
た
。

組
織
の
一
部
を

変
更
し
ま
し
た

問
合
せ
／
市
立
病
院
総
務
課
総

務
担
当
☎
（
22
）
２
４
５
０

米
沢
品
質
Ａア

ワ

ー

ド

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２
０
２
０
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

申
込
・
問
合
せ
／
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課 

b
ra

n
d
@

c
ity

.y
o
n
e
za

w
a
.y

a
m

a
g
a
ta

.jp

　

米
沢
品
質
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
は
、

〝
米
沢
品
質
向
上
運
動
〟
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
、「
挑
戦
と
創
造
」

を
究
め
、
特
に
秀
で
た
米
沢
品

質
を
有
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
対
す
る
顕
彰
制
度
で

す
。
昨
年
度
は
27
チ
ー
ム
か
ら

28
件
の
申
請
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
５
つ
の
米
沢
品
質
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　米沢ブランド事業全体の説明や、TEAM NEXT 
YONEZAWAへの登録方法などのご相談を随時受け付け
ております。企業の役員会や社員研修会などの少人数の
グループでも大歓迎ですので、お気軽にご相談ください。

上
杉
ま
つ
り
を

延
期
し
ま
す

問
合
せ
／
米
沢
上
杉
ま
つ
り
実

行
委
員
会
☎
（
22
）
９
６
０
７

又
は
観
光
課
観
光
企
画
担
当

　

こ
の
制
度
は
単
な
る
ブ
ラ
ン
ド

認
証
制
度
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

と
し
て
米
沢
品
質
向
上
運
動
に

取
り
組
む
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
な
「
挑
戦
と
創
造
」

が
行
わ
れ
て
い
る
か
が
重
要
な

要
素
と
な
り
ま
す
。

　

応
募
者
か
ら
は
、
応
募
す
る

こ
と
で
会
社
経
営
の
見
つ
め
な

お
し
が
で
き
た
と
の
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
『
米
沢
の
未
来
は
、
米
沢
を

愛
す
る
も
の
に
し
か
つ
く
れ
な

い
。』
を
合
言
葉
に
、
米
沢
の

未
来
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
素

晴
ら
し
い
挑
戦
と
創
造
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■募集期間／７月１日㈬～ 31 日㈮
■�応 募 資 格 ／６月 14 日㈰時点で TEAM NEXT 
YONEZAWA登録者であること。昨年の応募者、
米沢品質 AWARD受賞者も応募できます。

■�応募者への特典／

　○�新幹線車内誌や地元ＴＶ番組などメディアを
通じた情報発信の機会を提供

　○�各界有名審査員から商品面やビジネス面に関する強力なアド
バイス

　○市主催イベントや他自治体との交流を通じた積極的な支援
■�審査基準／

　○秀でた「挑戦と創造」があるか
　○どんな「優れた品質」や「価値」があるか
　○取り組みの実態（販売・活動の実態、外部評価など）
　○米沢ブランド向上へのポテンシャル
　○将来への更なる進化の期待度（計画性、やる気など）
■審査の流れ／

※詳しくは米沢ブランドホームページをご確認ください。
　https://www.yonezawahinshitu.jp/

応募 １次審査 ２次審査説明会
２次審査公開
プレゼン

公式WEBサイト
から申請

８月11日～
９月23日

10月５日 10月21日



15 2020.4.1

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物

高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
／
【
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
】
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
、【
障
が
い
者
に
関
す
る
こ
と
】
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
へ
の
様
々
な
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

短
期
入
所
事
業

　

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

居
宅
で
の
生
活
が
一
時
的
に

困
難
な
場
合
な
ど
に
、
短
期
間

市
内
の
施
設
に
入
所
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

１
日
２
２
５
０
円

■
利
用
日
数
／
年
14
日
ま
で

　

生
活
援
助
員
派
遣
事
業

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
行
わ
な

い
軽
度
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
手
助
け
が
必
要
な
人

ご
み
出
し
、
灯
油
入
れ
な
ど

１
時
間
あ
た
り
80
円

　

は
り
、
き
ゆ
う
、

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
助
成
事
業

　

市
と
協
定
な
ど
を
結
ん
で
い

る
施
術
所
が
行
う
施
術
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
（
各
種
医

療
保
険
の
保
険
給
付
の
対
象
と

な
る
施
術
又
は
医
療
扶
助
と
し

て
の
施
術
は
対
象
外
）。

�

68
歳
以
上
の
人
※
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
に
68
歳

に
な
る
人
も
該
当
。

■�
助
成
額
／
施
術
１
回
に
つ
き

１
０
０
０
円
の
助
成
券
を
年

に
１
人
10
枚
ま
で

　

訪
問
理
美
容
助
成
事
業

　

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
た

め
に
、
理
美
容
師
の
出
張
費
を

助
成
し
ま
す
。

�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

３
～
５
に
該
当
す
る
高
齢

者
、
又
は
下
肢
・
体
幹
機
能
・

移
動
機
能
障
が
い
が
１
・
２

級
の
人
で
、
自
分
で
理
美

容
店
に
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
人
※
入
院
又
は
入
所

し
て
い
る
人
は
対
象
外

■�

助
成
額
／
理
美
容
師
の
訪
問

１
回
に
つ
き
２
０
０
０
円
の

助
成
券
を
年
に
４
枚
ま
で

　

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

身
体
虚
弱
の
た
め
、
緊
急
時

に
機
敏
に
行
動
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
な
ど
に
用
具
を
給
付
し

ま
す
。

�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
防
火
の
配
慮

が
必
要
な
人

■�

給
付
用
具
／
電
磁
調
理
器
、

火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器

�

市
町
村
民
税
額
に
よ
り
自

己
負
担
あ
り

　

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業

　

創
作
活
動
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
と
し
て
、
部
会
ご
と

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■�

開
催
部
会
／
陶
芸
、
籐
づ
る
、

木
彫
、園
芸
、手
芸
、水
墨
画
、

日
本
画

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

実
費

�

部
会
ご
と
に	

	
	

定
員
あ
り

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

　

支
援
し
ま
す

○
あ
ん
し
ん
電
話
事
業

　

緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
、

急
病
や
事
故
な
ど
で
救
援
を
必

要
と
す
る
と
き
に
、
素
早
く
通

報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
で
、
身
体
虚

弱
で
緊
急
事
態
時
に
機
敏

に
対
応
で
き
な
い
人

�

設
置
費
用
は
無
料
、
通
話
料

金
は
利
用
者
負
担
。
使
用
回

線
に
よ
り
対
応
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
通
報

協
力
員
が
２
～
３
人
必
要
。

○
愛
の
一
声
事
業

　

自
宅
を
訪
問
し
、
乳
酸
菌
飲

料
を
支
給
し
て
、
安
否
確
認
を

行
い
ま
す
。

�

70
歳
以
上
の
人
の
み
で
暮

ら
し
て
い
る
世
帯

緊
急
連
絡
員
が
必
要
で
す
。

○
見
守
り
支
援
事
業

　

訪
問
員
が
、
週
１
回
程
度
、

玄
関
先
で
安
否
確
認
や
短
時
間

の
話
し
相
手
を
行
い
ま
す
。

�
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

や
日
中
ひ
と
り
に
な
る
人

で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
人

�

利
用
料
は
無
料
。
緊
急
連
絡

員
が
必
要
。

　

高
齢
者
温
泉
利
用

　

福
祉
事
業

　

低
料
金
で
温
泉
が
利
用
で
き
、

憩
い
の
場
所
と
し
て
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
に
応
じ
た
お
食

事
プ
ラ
ン
や
手
芸
・
太
極
拳
な

ど
の
多
彩
な
教
室
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

�

65
歳
以
上
の
人
（
年
齢
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

�

温
泉
利
用
料
金
３
０
０
円	

（
日
帰
り
入
浴
）

■�

割
引
対
象
日
時
／
木
曜
日

（
定
休
日
）
を
除
く
全
日
の
10

時
～
16
時
（
た
だ
し
、
お
盆
・

年
末
年
始
は
対
象
外
）

�

小
町
の
湯
や
ま
ぼ
う
し
（
赤

芝
町
１
４
７
２
‐
１
）	

	

☎
（
32
）
２
９
９
０
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米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）

催
し
物

募
集

　

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

家
族
や
友
人
を
お
誘
い
の
上
、

美
し
い
春
の
夜
桜
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。18

時
～
22
時
30
分　

�

桜
の
開
花
状
況
に
合
わ
せ
て

４
月
上
旬
～
中
旬
を
予
定

�

松
が
岬
公
園
、
北
村
公
園

都
市
整
備
課
公
園
緑
地
担
当

　

山
形
大
学
工
学
部
公
開
講
座

�

４
月
14
日
㈫
～
７
月
28
日
㈫

毎
週
火
曜
日

16
時
５
分
～
17
時
35
分

山
形
大
学
工
学
部

ど
な
た
で
も

無
料

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

　

米
沢
市
成
人
式
の
延
期

　

５
月
４
日
（
月
・
祝
）
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

延
期
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

成
人
式
を
心
待
ち
に
し
て
お
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
延
期
後
の
開
催
日
時
、

会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

総
務
課
総
務
担
当

　

米
沢
み
ち
サ
ポ
ー
タ
ー

　

事
業
参
加
者

　

町
内
会
や
企
業
で
花
植
え
や
清

掃
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

市
内
の
歩
道
・
植
樹
桝
な
ど

で
、
清
掃
・
除
草
・
花
植
え

な
ど
を
行
う
こ
と
が
可
能
な

地
域
住
民
団
体
、
企
業
及
び

従
業
員
団
体
な
ど

■�

支
援
内
容
／
花
苗
・
ご
み
袋
の
支

給
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

■�

申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～
15

日
㈬

土
木
課
管
理
担
当

　

環
境
審
議
会
委
員

　

第
３
期
米
沢
市
環
境
基
本
計
画

の
見
直
し
の
た
め
、
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
。（
会
議
は
４
回
程
度
）

２
人
以
内

■�

任
期
／
委
嘱
を
受
け
た
日
～
令

和
３
年
３
月
末
※
任
期
満
了
日

は
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■�

報
酬
／
会
議
に
出
席
し
た
場

合
、
日
額
支
給

■�

応
募
資
格
／
①
市
内
に
居
住
し
、

応
募
日
現
在
20
歳
以
上
の
人
②

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

職
員
で
な
い
人
③
委
員
と
し
て

参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人
④
応

募
日
現
在
で
本
市
の
他
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
で
な
い
人

�
次
の
２
点
を
お
持
ち
に
な
る

か
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
用
紙
】
環
境
生
活
課
に

あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。【
レ
ポ
ー
ト
】
テ
ー
マ「
本

市
の
環
境
に
関
す
る
私
の
提

案
」（
様
式
自
由
、
８
０
０
字

程
度
）
※
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー

ト
は
一
切
公
開
し
ま
せ
ん
。

�

４
月
17
日
㈮
※
郵
送
の
場
合
、

必
着

�

環
境
生
活
課
環
境
担
当�

　

�kankyo-t@
city.yonezaw

a.
yam
agata.jp

　

市
民
農
園
利
用
者

　

健
康
づ
く
り
・
家
族
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
期
間
／
５
月
～
11
月

■�

募
集
予
定
区
画
数
／
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
民
農
園
４
区
画
、
愛

宕
市
民
農
園
17
区
画
、
皆
川
球

場
市
民
農
園
14
区
画
※
募
集
区

画
数
は
増
減
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■�

区
画
面
積
・
賃
料
／	

	

１
区
画
約
33
㎡
（
約
10
坪
）、	

年
間
５
０
０
０
円

■�

応
募
資
格
／
本
市
に
住
所
を
有

し
①
農
業
者
以
外
の
人
②
市
長

が
認
め
る
団
体
（
子
ど
も
会
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
）

�

農
林
課
に
あ
る
応
募
用
紙
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

の
提
示
が
必
要
で
す
。

�
４
月
17
日
㈮
必
着
※
郵
送
の

場
合
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
抽
選
会
、
説

明
会
は
４
月
25
日
㈯
に
開
催

予
定
で
す
。

農
林
課
農
政
担
当

　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
田
植
え

　

体
験

　

小
野
川
温
泉
に
程
近
い
水
田
を

舞
台
に
、
は
え
ぬ
き
と
色
彩
の
異

な
る
稲
を
植
え
付
け
、
絵
を
描
き

ま
す
。
今
年
の
図
柄
は
「
温
泉
む

す
め
小
野
川
小
町
」
の
予
定
で
す
。

�

５
月
31
日
㈰
９
時
～
13
時

�

三
沢
コ
ミ
セ
ン
・
簗
沢
地
内

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
水
田
」

�

高
校
生
以
上
２
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
１
５
０
０
円

■�

参
加
特
典
／
昼
食
、
小
野
川
温

泉
無
料
入
浴
券
付
、
収
穫
後
に

は
え
ぬ
き
２
㎏
（
９
月
27
日
㈰

開
催
予
定
の
稲
刈
り
体
験
も
参

加
の
場
合
は
計
５
㎏
）

２
０
０
人

�

サ
ン
ダ
ル
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、

雨
具
、
敷
物
な
ど
※
田
植
え

作
業
は
裸
足
で
行
う
予
定
で

す
。
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～
５

　イベントの中止や延期情報
は、下記ホームページにて随時
お知らせします。定期的にご確
認くださるようお願いします。

市ホームページ特設ページ（新

型コロナウイルス感染症関連）

http://www.city.yonezawa.
yamagata.jp/4933.html
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日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物

福
祉

交
通
安
全

防
災

補
助
金

月
22
日
㈮

�

観
光
課
観
光
施
設
担
当
又

は
農
林
課
農
産
担
当

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
イ
ベ
ン

ト
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
な
ど

�

市
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
個
人
・

団
体
※
18
歳
未
満
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要

�

ス
ポ
ー
ツ
課
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
室

　

空
気
が
乾
燥
す
る
春
の

　

火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

＞

春
季
消
防
演
習

＜

４
月
19
日
㈰

①
火
災
防
御
訓
練

　

８
時
～
８
時
30
分

　

�

下
花
沢
２
丁
目
（
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
米
沢
周
辺
）
※
一
部
交

通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
訓

練
時
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。

②
分
列
行
進

　

９
時
～
９
時
20
分

　

�

下
花
沢
２
丁
目
（
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
米
沢
西
側
）
※
一
部
交

通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

③
演
習

　

10
時
～
10
時
50
分

　

松
川
河
川
敷

�

米
沢
消
防
署
東
部
分
署	

	

☎
（
26
）
２
０
４
１
又
は
環
境

生
活
課
危
機
管
理
室

＞

春
季
火
災
予
防
運
動

＜

�

４
月
９
日
㈭
～
22
日
㈬

―
全
国
統
一
防
火
標
語
―

　
「�
ひ
と
つ
ず
つ

　

い
い
ね
！
で
確
認   

火
の
用
心
」

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が

発
生
し
や
す
く
、
強
い
季
節
風
に

よ
り
大
火
に
な
り
や
す
い
時
期
で

す
。
火
の
元
に
は
十
分
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
全
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
宅

の
設
置
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

―
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
―

①�

消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
広
報

10
時
～
20
時

②�

署
員
に
よ
る
火
災
予
防
広
報

�

４
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮	

10
時
～
15
時

　

市
役
所
前

�

米
沢
消
防
署
城
西
分
署	

	

☎
（
26
）
２
０
４
２
又
は
環
境

生
活
課
危
機
管
理
室

　

排
水
設
備
工
事
を
す
る
人

　

へ
の
補
助

　

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
行

う
人
に
「
下
水
道
普
及
促
進
補
助

金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
て
排

水
設
備
工
事
を
行
う
人
に
、
供
用

開
始
年
度
を
問
わ
ず
利
子
を
全
額

補
給
す
る
「
融
資
あ
っ
せ
ん
利
子

補
給
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
申
込
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
工
事
を
依
頼
す
る
指
定

下
水
道
工
事
店
又
は
業
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
令
和

２
年
度
は
、
２
つ
の
制
度
の
併
用

が
可
能
で
す
。

�
業
務
課
給
排
水
係	

	
☎
（
22
）
４
５
１
１

　

私
道
舗
装
等
整
備
事
業

　

の
予
備
調
査
受
付

�

沿
道
に
３
戸
以
上
の
家
屋
が

あ
り
、
幅
員
が
１
・
８
ｍ
以
上
、

延
長
が
お
お
む
ね
35
ｍ
以
上
の

生
活
道
路
※
側
溝
工
事
や
道

路
の
補
修
舗
装
も
対
象
で
す
。

■�

助
成
内
容
／
工
事
費
の
２
分
の

１
以
内

４
月
24
日
㈮

土
木
課
管
理
担
当

　

置
賜
地
域
の
文
化
事
業
を

   

応
援
し
ま
す

　

置
賜
地
域
の
文
化
振
興
に
資
す

る
公
演
・
展
示
・
交
流
事
業
な
ど
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳

細
は
実
施
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
17
日
㈮

■�

実
施
要
綱
／
置
賜
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
る
ほ
か
、
文
化
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

�

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務

局
☎
（
26
）
６
０
２
１
又
は
文

化
課
文
化
振
興
担
当

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

�

４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬

■�

運
動
の
重
点
／
①
一
時
停
止
し

て
歩
行
者
を
横
断
さ
せ
る
な

ど
、
運
転
者
の
交
通
ル
ー
ル
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
②
高
齢
者

と
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。
③
飲
酒
運
転
は

「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
生
活
課
生
活
安
全
担
当

　

自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

　

重
度
の
障
が
い
者
が
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
場
合
に
料
金
の
一

部
、
又
は
自
家
用
車
を
使
用
す
る

場
合
に
燃
料
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

�

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
※
上
肢
・
聴
覚
障
が
い
の

み
の
人
は
１
・
２
級
②
療
育
手

帳
A
③
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級

■�

助
成
内
容
／
【
タ
ク
シ
ー
券
】

１
回
に
つ
き
小
・
中
型
車

５
０
０
円
、
大
型
車
６
０
０
円

の
助
成
券
を
年
度
内
26
枚
発
行

【
自
動
車
燃
料
費
助
成
】
年
１
回

上
限
６
０
０
０
円

�

併
用
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
動
車
燃
料
費
助
成

の
申
請
は
７
月
１
日
か
ら
受

付
予
定
で
す
。

�

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
室
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◆心を込めて作ったハンドメイド雑貨や、おいしい

食べ物を販売します。ぜひ遊びに来て下さい♫ 

◆木工クラフト、その他体験コーナーもあります♪ 

◆献血バスもやってきます！（18日のみ） 

（10：00～11：30、13：00～16：00） 

 

 

 
 
 
当日は、骨髄バンクの登録も受付けます。 
時間：10：00～11：30、11：30～16：00 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 

富士薬品様号

号
● ● ●

●

●

ヨークベニマル様 吉野家様

くら寿司様

ファミリー

マート様

　㈱本多建設

●

●ムサシ様 ヤマダ電器様●ジョーシン様

住宅の新築・リフォームをお考えの方は、ぜひ

この機会にお気軽にご相談下さい♫

不動産や建替え相談コーナー、

家づくり塾も同時開催いたします。

・布小物・似顔絵・木工雑貨・多肉植物 
・アクセサリー・消しゴムはんこ・風呂敷 
・コーヒー・パスタ・ワッフル・団子・餅など 
★大人気の包丁研ぎ（1丁 200円）網戸 
張替（1枚 500円）コーナーもあります! 

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）

そ
の
他

　

広
幡
小
学
校
は
興
譲
小
学

　

校
の
校
舎
で
学
び
ま
す

　

広
幡
小
学
校
校
舎
の
調
査
・
工

事
を
行
う
期
間
中
、
広
幡
小
学
校

の
児
童
は
興
譲
小
学
校
に
移
動

し
、
学
校
生
活
を
送
り
ま
す
。
児

童
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
通

学
し
ま
す
。

�

４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月

31
日
（
予
定
）

　

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
課

　

㈱
大
沼
友
の
会 

積
立
金
・

　

お
買
物
券
の
還
付
手
続
き

　

㈱
大
沼
友
の
会
の
積
立
金
及
び

お
買
物
券
の
還
付
申
出
の
受
付
を

行
い
ま
す
。
友
の
会
会
員
に
は
、

４
月
中
旬
に
手
続
き
の
案
内
を
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

■
受
付
期
間
／
～
６
月
30
日
㈫

■�

受
付
場
所
／
（
郵
送
・
持
参
と

も
）
東
北
経
済
産
業
局
消
費
経

済
課
〒
９
８
０-

８
４
０
３
仙

台
市
青
葉
区
本
町
３-

３-

１
仙

台
合
同
庁
舎
Ｂ
棟
（
持
参
の
受

付
時
間
９
時
30
分
～
18
時
）

■�

申
出
方
法
／
手
続
き
の
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
４
月
下
旬
に

な
っ
て
も
案
内
が
届
か
な
い
と

き
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

東
北
経
済
産
業
局
消
費
経
済
課

☎
０
２
２（
２
０
８
）６
７
７
５
又

は
環
境
生
活
課
消
費
生
活
担
当

　

㈱
大
沼
の
商
品
券
の
還
付

　

申
出
の
手
続
き

　

㈱
大
沼
の
商
品
券
の
還
付
申
出

の
受
付
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

東
北
財
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■�

受
付
期
間
／

　

①�

郵
送
：
４
月
１
日
㈬
～
６
月

12
日
㈮

　

②�

持
参
：
５
月
11
日
㈪
～
６
月

12
日
㈮

■�

受
付
場
所
／

　

①�

郵
送
：
東
北
財
務
局
理
財
部

金
融
監
督
第
三
課
〒
９
８
０-

８
４
３
６
仙
台
市
青
葉
区
本
町

３-

３-

１
仙
台
合
同
庁
舎
Ｂ
棟

　

②�

持
参
：
山
形
財
務
事
務
所
理

財
課
（
受
付
時
間
９
時
～
17

時
）
〒
９
９
０-

０
０
４
１
山

形
市
緑
町
２-

15-

３

■�

申
出
方
法
／
①
商
品
券
、
申
出

書
、
返
信
用
封
筒
（
84
円
切
手

貼
付
）
を
東
北
財
務
局
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
②
商
品
券
、

印
鑑
を
山
形
財
務
事
務
所
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

�

東
北
財
務
局
金
融
監
督
第
三
課

☎
０
２
２（
７
２
１
）７
０
７
９
又

は
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課	

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８
又

は
環
境
生
活
課
消
費
生
活
担
当

令
和
元
年
度
米
沢
市
男
女
共
同
参
画
標
語
・

川
柳
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

　
「
男
女
共
同
参
画
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
「
男

女
共
同
参
画
」
を
題
材
に
標
語
・
川
柳
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
３
部
門
に
９
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数

応
募
い
た
だ
い
た
中
で
、
入
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

※
学
年
は
受
賞
当
時
の
も
の
で
す
。

総
合
政
策
課
若

者
支
援
担
当

わ
ら
っ
て
る 

家
族
で
す
ご
す 

ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム

宍し
し
ど戸 

り
ん
さ
ん
（
窪
田
小
３
年
）

み
と
め
合
う 

そ
こ
か
ら
始
ま
る 

良
い
関
係

古ふ
る
か
わ川 

行ゆ
く

雲も

さ
ん
（
南
部
小
６
年
）

あ
り
が
と
う 

そ
の
ひ
と
こ
と
で 

ホ
ッ
カ
ホ
カ

堀ほ
り
う
ち内 

能み
ち
ま
つ松

さ
ん
（
南
部
小
６
年
）

お
に
ぎ
り
の 
形
で
分
か
る 

製
作
者

後ご

藤と
う 

莉り

こ子
さ
ん
（
第
七
中
３
年
）

「
あ
り
が
と
う
」 

広
が
れ
繋
が
れ 

笑
顔
の
輪

佐さ

藤と
う 

遼
り
ょ
う

佳か

さ
ん
（
第
二
中
２
年
）

あ
た
り
ま
え
！ 

個
性
の
違
い 
胸
張
ろ
う

田た

畑ば
た 

湊
み
な
とさ

ん
（
第
七
中
２
年
）

家
事
分
担 

や
る
こ
と
半
分 

笑
顔
２
倍

青あ
お

野の 

里り

な奈
さ
ん
（
米
沢
商
業
高
３
年
）

認
め
合
お
う 

私
の
個
性
と 

あ
な
た
の
個
性

田た

中な
か 

優う
き

羽は

さ
ん
（
米
沢
東
高
１
年
）

し
ょ
う
し
い
が 

感
謝
を
込
め
て 

お
し
ょ
う
し
な

土つ
ち

田だ 

謙け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
（
会
社
員
）

笑
顔
咲
く
　
わ
が
家
は
み
ん
な
で
　
家
事
育
児

小こ

西に
し 

麻ま

み

こ
未
子
さ
ん
（
西
部
小
６
年
）

認
め
合
う
　「
違
い
」
は
「
個
性
」　
多
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

様
性

青あ
お

木き 

誓せ

な己
さ
ん
（
第
四
中
１
年
）

家
事
分
担
　
い
つ
も
我
が
家
は
　
ワ
ン
チ
ー
ム

斎さ
い
と
う藤 

宗む
ね
の
り矩

さ
ん
（
会
社
員
）

優
秀
賞

最
優
秀
賞
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一級建築士が住まいづくりをお手伝いします。お気軽にお問合せください。

有限会社髙山工務店 ☎ 0238-23-0944
〒992-1202 山形県米沢市大字三沢26099-33 FAX：0238-21-7125
■建設業 山形県知事許可（般-29）第500139号 ■一級建築士事務所

髙山工務店 検索

リフォームするなら豊富な実績と確かな技術の

髙山工務店にお任せください！

「まちの話題」で取り上げてほしい写真や情報をお待ちしています。

お気軽にお問い合わせください。　■問合せ／秘書広報課広報広聴係 ☎ 22-5111

新型コロナウイルス感染症の一日も早い終息を

　

今
日
４
月
１
日
、
令
和
２

年
度
の
始
ま
り
で
す
。
今
年

は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
暖
冬
で
、
ほ
と
ん
ど
雪

の
な
い
ま
ま
春
本
番
を
迎
え

ま
し
た
。
過
ご
し
良
さ
が
感

じ
ら
れ
る
反
面
、
米
沢
の
冬

は
、
雪
に
よ
っ
て
地
域
経
済

が
循
環
し
成
り
立
っ
て
き
た

側
面
も
あ
り
、
加
え
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
よ
り
、
地
域
経
済
に

深
刻
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
対
策
本
部

を
設
置
し
対
応
し
て
お
り
ま

す
が
、
様
々
な
面
で
厳
し
い

状
況
下
で
の
生
活
と
な
り
、

多
く
の
影
響
が
で
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
休
校
し
て

い
る
中
で
の
卒
業
式
で
し

た
。
卒
業
式
は
、
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
行
事
な
ど
、

学
校
生
活
の
思
い
出
が
走
馬

灯
の
よ
う
に
甦
り
、
卒
業
す

る
子
ど
も
た
ち
が
、
親
御
さ

ん
や
先
生
方
へ
の
感
謝
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
成
長
の

儀
式
で
あ
り
、
教
育
の
集
大

成
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
現
状
で
精
一
杯
の

対
応
と
し
て
、
規
模
を
縮
小

し
て
の
実
施
と
な
り
、
従
来

の
卒
業
式
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
春
卒
業
を
迎

え
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ

の
経
験
は
い
つ
し
か
成
長
の

糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

堂
々
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

全
て
の
人
が
困
難
に
立
ち

向
か
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
も
、
延
期

か
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

全
て
の
業
種
の
回
復
、
市
民

生
活
の
安
定
と
、
１
日
も
早

い
終
息
宣
言
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

き
も
の
議
会

米
沢
織
の
和
服
で

議
場
も
華
や
か
に

米
養
バ
ザ
ー

作
業
学
習
の
成
果

バ
ザ
ー
で
売
り
出
し

２

火

25

２

火

25

　新型コロナウ
イルス感染症対
策のため、催し
物は軒並み中止
や延期、規模縮
小を余儀なくされていま
す。このため、まちの話
題のコーナーも縮小版と
なりました。
　上杉まつりも延期が決
まり、待ち遠しく感じて
いた春のイベントも、今
年はもう少し先にお預け
となりました。普段、普
通に生活できることのあ
りがたさを感じ、新年度
は心機一転で頑張りたい
と思います。（須藤）

　

県
立
米
沢
養
護
学
校
高
等
部

の
生
徒
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
市
役

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
域
や
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ

て
い
る
米
養
バ
ザ
ー
。
店
頭
に

は
、
本
市
在
住
の
ち
ぎ
り
絵
作

家
の
ウ
メ
チ
ギ
リ
さ
ん
や
、
絵

本
作
家
の
亀
岡
亜
希
子
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
並

び
、
生
徒
た
ち
は
「
い
か
が
で

す
か
」
と
元
気
な
声
で
商
品
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
の
初
日
と
な
っ

た
こ
の
日
、恒
例
と
な
っ
た
「
き

も
の
議
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
42
回
目
と
な
っ
た
こ

の
取
り
組
み
は
、
本
市
が
誇
る

名
産
品
の
一
つ
で
あ
る
米
沢
織

の
Ｐ
Ｒ
や
業
界
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
昭
和
54
年
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
米
沢
織
の
着

物
に
身
を
包
ん
だ
議
員
と
当
局

職
員
が
集
ま
っ
た
本
会
議
場

は
、
華
や
か
な
が
ら
も
厳
粛
な

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
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今
月
の
食
材

八
重
桜
の
塩
漬

け
・
赤
梅
酢
・

う
こ
ぎ

＜桜おこわ＞
八重桜の塩漬けは、塩を洗い
流し、赤梅酢に一晩以上漬け
たら取り出し、形を整えて軽
く絞る。

おこわが炊けたら粗熱を取
り、一口大に握り、１の八重
桜の塩漬けをのせてできあが
り。

もち米をとぐ。炊飯器に目盛
りより少なく水を入れ、もち
米を２時間以上浸す。１で八
重桜を漬けた赤梅酢を加え
る。目盛りまで水を足し、混
ぜ合わせた後、炊飯する。

＜うこぎごはん＞
うこぎを塩茹でし、水にさら
してからギュッと絞る。細か
く刻み、うるち米ともち米を
２：1で炊いたごはんに塩と共
に混ぜ合わせ、一口大に握る。

材料

vol.22

心華やぐ春のお弁当

桜おこわとうこぎごはん

1

3

2

4

＜桜おこわ＞　　                          

八重桜の塩漬け               12 個

もち米　               450g（3 合）

赤梅酢　                             30㏄　

＜うこぎごはん＞

うこぎ                                100g

うるち米　           300g（2 合）

もち米                    150g（1合）

塩　                             小さじ１

　

一
年
に
わ
た
り
様
々

な
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て

く
れ
た
か
ぁ
ち
ゃ
ん
の

台
所
の
皆
さ
ん
。
最
近

20
代
、
30
代
の
メ
ン
バ
ー

が
新
た
に
加
わ
り
、
作

業
ス
ピ
ー
ド
も
ぐ
ん
ぐ

ん
ア
ッ
プ
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
若
い
力
を
加

え
、
よ
り
新
し
く
お
い

し
い
お
惣
菜
の
開
発
に

期
待
し
た
い
で
す
ね
！

　

春
に
な
り
、
そ
ろ
そ

ろ
桜
の
便
り
が
届
く
頃
。

お
花
見
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
お
弁
当
を
作
り
ま
し

た
。
桜
を
の
せ
た
お
こ

わ
は
、
も
ち
も
ち
し
た

食
感
で
口
の
中
で
桜
の

風
味
が
ほ
の
か
に
広
が

り
ま
す
。
旬
の
う
こ
ぎ

ご
は
ん
と
並
べ
、
ほ
ん

の
り
ピ
ン
ク
と
緑
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く

仕
上
が
り
ま
し
た
。
山

菜
の
天
ぷ
ら
、
卵
焼
き

な
ど
お
好
み
の
も
の
を

加
え
、
色
と
り
ど
り
の

お
弁
当
を
作
っ
て
お
花

見
気
分
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。

うこぎごはんは、ごはんを

冷ましてから混ぜると緑が

鮮やかにキレイに出ます。

今
月
の
料
理
人

か
ぁ
ち
ゃ
ん
の
台
所

（
道
の
駅
米
沢
）

ご好評いただいた「よねざわごはん」の連載は今号で
最後です。今後も裏表紙のコーナーにご期待ください！


